　　　

飯田市重症心身障がい児（者）遠隔地施設等利用交通費助成事業実施要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、飯田市及び下伊那郡町村外に所在する児童福祉法（昭和22年法律第164号）第42条の２に規定する医療型障害児入所施設（以下「医療型障害児入所施設」という。）に入所する児童、及び医療法（昭和23年法律第205号）第１条の５第１項に規定する病院又は同条第２項に規定する診療所（以下「病院等」という。）に通院している重症心身障がい児、並びに障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）第５条の６に規定する「療養介護」を利用する者、及び第５条の８に規定する「短期入所（医療型短期入所サービスに限る）」を利用する者（以下「重症心身障がい者」という。）の交通に要する費用の一部を助成することに関し、必要な事項を定めるものとする。
（助成対象者）
第２条　この要綱の助成対象者は、次の各号のいずれかに掲げる児童の保護者及び重症心身障がい者で、助成対象者又は重症心身障がい者の家族が市内に住所を有するものとする。
(1)  飯田市及び下伊那郡町村外に所在する医療型障害児入所施設に入所（短期入所を含む）する児童
(2)　飯田市及び下伊那郡町村外に所在する病院等に通院する重症心身障がい児
（3） 飯田市及び下伊那郡町村外に所在する療養介護サービスを提供する施設に入所する者
（4） 飯田市及び下伊那郡町村外に所在する「短期入所（医療型短期入所サービスに限る）」を
利用する者

（助成対象経費）
第３条　助成対象となる経費は、次の各号に掲げる交通費とする。
(1)　児童が医療型障害児入所施設に入退所するために要する交通費
(2)　児童が医療型障害児入所施設から帰省するために要する交通費
(3)　保護者が医療型障害児入所施設に入所している児童に面会するために要する交通費
(4)　重症心身障がい児が病院等に通院するために要する交通費
(5)  重症心身障がい者が療養介護サービスを提供する施設に入退所するために要する交通費
（6） 重症心身障がい者が療養介護サービスを提供する施設から帰省するために要する交通費
(7)　家族が療養介護サービスを提供する施設に入所している者に面会するために要する交通
　費
(8)  重症心身障がい者が「短期入所（医療型短期入所サービスに限る）」を利用するために要
　する交通費

２　前項の交通費は、合理的かつ経済的な経路及び方法において利用する公共交通機関又は自
家用自動車を利用した場合の燃料代金とする。
（助成額）
第４条　助成額は、当該交通費の２分の１の額を上限とする。ただし、燃料代金については、別に定める基準により算出した額の２分の１の額を上限とする。
（助成申請）
第５条　助成金の交付を受けようとする者は、飯田市重症心身障がい児（者）遠隔地施設等利用交通費助成金交付申請書兼請求書（様式第１号）に入退所・帰省・面会・通院等の事実がわかる書類を添えて、市長に提出するものとする。
（交付の決定）
第６条　市長は、前条の規定により交付の申請があったときは、その内容を審査し、補助金の交
付の可否及び額を決定し、書面により申請者に通知するものとする。

（助成金の交付）
第７条　市長は、前条に規定する申請のあったときは、内容を審査し、適当であると認めたときは、速やかに助成金を交付する。
（助成金の返還）
第８条　市長は、助成金の支給を受けた者が不正な手段により助成を受けたと認めたときは、その者から当該助成金の一部又は全部を返還させることができる。
（補則）
第９条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
附　則

　

　（施行期日）

　この要綱は、平成26年４月１日から施行する。
　
（施行期日）

　この要綱は、令和８年４月１日から適用する。
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